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传伡

【
友
誼
団
体
・
道
路
公
社
】

伏
見
光
暁
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
中
国
支
部
長
、
高

井
巌
広
島
高
速
道
路
公
社
理
事

長
、
抹
香
尊
文
広
島
県
道
路
公

社
理
事
長

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

岸
田
文
雄
、
平
口
洋
、
河
井
克

行
、
中
川
俊
直
、
寺
田
稔
、
亀

井
静
香
、
小
林
史
明
、
小
島
敏

文
、
新
谷
正
義
、
斉
藤
鉄
夫

《
参
議
院
議
員
》

宮
沢
洋
一
、
溝
手
顕
正
、
森
本

真
治

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

岸
田
文
雄
、
河
井
克
行
、
中
川

俊
直
、
小
林
史
明
、
小
島
敏

文
、
新
谷
正
義
、
斉
藤
鉄
夫

《
参
議
院
議
員
》

宮
沢
洋
一
、
溝
手
顕
正
、
森
本

真
治

〈
敬
称
略
〉

増
田
博
行
国
土
交
通
省
大
臣
官

房
審
議
官
（
国
土
交
通
大
臣
代

理
）
、
湯
﨑
英
彦
広
島
県
知

事
、
松
井
一
實
広
島
市
市
長
、

宇
田
伸
広
島
県
議
会
議
長
、
谷

口
修
広
島
市
議
会
副
議
長
、
狭

戸
尾
浩
広
島
県
議
会
建
設
委
員

会
委
員
長

【
国
土
交
通
省
】

丸
山
隆
英
国
土
交
通
省
中
国
地

方
整
備
局
長

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

田
中
直
樹
東
日
本
高
速
道
路
㈱

建
設
部
長
、
野
口
英
正
中
日
本

高
速
道
路
㈱
建
設
企
画
部
長
、

前
邦
彦
西
日
本
高
速
道
路
㈱
建

設
事
業
部
長
、
大
庭
孝
之
首
都

高
速
道
路
㈱
計
画
・
環
境
部

長
、
岡
本
博
阪
神
高
速
道
路
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員
、
金
崎

智
樹
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路

㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員
、
北

村
弘
和
西
日
本
高
速
道
路
㈱
中

国
支
社
長

た
。大

会
後
、
長
田
佳
子
氏(｢

関

西
・
中
国
・
四
国
じ
ゃ
ら
ん
」

編
集
長
・
「
九
州
じ
ゃ
ら
ん
」

編
集
長
）
に
よ
る
講
演
会
｢

旅

行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
最
新
情
報
に

つ
い
て
」
～
中
国
四
国
エ
リ
ア

に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
観
光
の
動

向
～
』
が
行
わ
れ
、
終
了
後

に
、
岡
山
県
コ
ー
ス
、
広
島
県

コ
ー
ス
、
山
口
県
コ
ー
ス
及
び

鳥
取
県
・
島
根
県
コ
ー
ス
に
わ

か
れ
道
路
視
察
が
行
わ
れ
た
。

《
関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

り
、
平
成
29
年
10
月
に
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
賛
成
多

数
で
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
三
島
進
大
会
実
行

委
員
会
副
委
員
長
（
島
根
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
の
閉
会
の

こ
と
ば
に
よ
り
大
会
が
終
了
し

経
済
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
や

渋
滞
対
策
等
、
道

路
の
整
備
を
確
実

に
進
め
て
い
た
だ

き
、
是
非
と
も
、

私
ど
も
の
努
力
を

後
押
し
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
」
と

道
路
整
備
を
求
め

る
意
見
発
表
が
行

わ
れ
、
大
会
決
議

案
を
河
崎
静
生
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

朗
読
し
、
全
員
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
宮
城
理
沖
縄
県
土

木
建
築
部
長
か
ら
発
言
が
あ

な
価
値
を
生
み
出
す
道
路
に
変

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。議

事
で
は
檜
山
俊
宏
全
国
大

会
実
行
委
員
会
委
員
長
（
広
島

県
議
会
議
員
）
を
議
長
に
指
名

し
議
事
に
入
っ
た
。

最
初
に
、
壷
坂
須
美
男
大
会

実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
岡
山

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
か
ら

「
中
国
地
区
に
お
い
て
は
、
山

陰
道
に
今
な
お
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
が
残
る
な
ど
、
広
域
交
通

網
の
整
備
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
の
状
況
で
あ
る
。
私
ど
も

は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に

伴
う
労
働
者
の
減
少
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
輸
送
効
率
を
高

め
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
、
経
営
努
力
を
重
ね
て
い
る

が
、
地
域
産
業
の
発
展
と
地
域

通
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
国
土

交
通
大
臣
代
理
）
が
「
施
策
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
公
共

事
業
予
算
は
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
て
、
安
定
的
・
持
続
的
に

確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
国

土
交
通
省
と
し
て
も
、
今
日
こ

こ
に
お
集
ま
り
の
道
路
利
用
者

の
皆
様
の
幅
広
い
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
必
要
な
道
路
施
策

を
着
実
に
推
進
し
、
活
力
あ
る

国
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
」
と
挨
拶
を
し
た
。

地
元
か
ら
は
湯
崎
英
彦
広
島

県
知
事
が
「
道
路
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
本

県
に
お
い
て
も
広
域
的
な
交
流

・
連
携
基
盤
の
強
化
、
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
等
に
向
け
て
道
路
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
取
組
に
必
要
な

予
算
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
道
路
整
備
に

必
要
な
予
算
の
確
保
に
向
け
て

本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
皆
様
と
連
携
を
し
な
が

ら
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
、
次
い
で
、
松

井
一
實
広
島
市
長
が
「
道
路
利

用
者
の
方
々
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
集
約
し
て
、
長
期
的
か
つ

安
定
的
な
道
路
整
備
の
一
層
の

推
進
に
向
け
て
全
国
の
皆
様
が

一
同
に
会
し
て
議
論
す
る
こ
の

大
会
は
非
常
に
意
義
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
皆
様
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
こ
の
大

会
の
成
果
を
生
か
し
て
引
き
続

き
道
路
整
備
の
促
進
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
宇
田
伸
広
島
県
議
会

議
長
が
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

と
言
わ
れ
る
未
整
備
部
分
や
渋

滞
等
が
存
在
し
、
道
路
の
機
能

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
も
多
い
の
も
事
実
で
あ

り
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
域

的
な
交
流
・
連
携
を
図
る
た
め

に
も
こ
れ
ら
の
解
消
を
含
め
、

更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
り
、
時
代
と
と
も
に
多
様

で
あ
る
。
そ
う
い
う
認
識
の
も

と
に
今
後
も
懸
命
の
努
力
を
私

ど
も
は
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
を
あ
ら
た
に

し
て
い
る
。
同
時
に
自
然
災

害
、
時
と
場
所
を
選
ば
な
い
。

防
災
・
減
災
そ
う
し
た
強
い
国

土
作
り
に
も
新
た
な
視
点
を
あ

て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
次
に
、
増
田
博
行
国
土
交

め
私
ど
も
と
い
た
し
て
は
、
古

賀
会
長
の
も
と
、
一
層
団
結

し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
」
と
の
開
会
挨
拶
で
は
じ

ま
っ
た
。
続
い
て
、
古
賀
誠
全

国
道
路
利
用
者
会
議
会
長
が

「
我
が
国
の
高
規
格
幹
線
道
路

か
ら
生
活
道
路
に
い
た
る
ま

で
、
道
路
の
必
要
性
は
我
が
国

の
力
で
あ
り
、
道
路
は
命
の
道

大
会
は
、
檜
山
俊
宏
全
国
大

会
実
行
委
員
会
委
員
長
（
広
島

県
議
会
議
員
）
の
「
我
々
は
活

力
に
あ
ふ
れ
、
安
心
出
来
る
社

会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
一
人
一
人
が
道
路
の
現
状

を
認
識
し
、
必
要
な
道
路
整
備

を
進
め
る
固
い
決
意
の
も
と

で
、
将
来
に
対
す
る
責
任
に
真

剣
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
10
月
20
日
（
木
）
広
島
国
際
会
議
場
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
第
66
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
を
開
催
し
た
。
約
１
，
２
０
０
名
が
参
加

し
、
増
田
博
行
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
、
湯
崎
英
彦
広
島

県
知
事
、
松
井
一
實
広
島
市
長
、
宇
田
伸
広
島
県
議
会
議
長
な
ど
、
来
賓
が
多
数
出
席
。
道

路
整
備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、
国

土
の
強
靱
化
、
地
方
創
生
を
実
現
し
、
必
要
な
道
路
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

決

議

地
方
創
生
、
国
土
強
靱
化
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、
生
産
性
の
向
上

を
実
現
し
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
道
路
利
用

者
の
意
見
を
十
分
反
映
し
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着

実
に
実
施
す
る
こ
と
。

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
の
復
旧

・
復
興
と
全
国
の
事
前
防
災
、
減
災
対
策

一
、
幹
線
道
路
の
耐
震
強
化
及
び
道
路
の
老
朽
化
対
策

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
未
整
備
区
間
の
解
消
、
暫
定
二
車
線
区
間

の
四
車
線
化
、
新
東
名
の
六
車
線
化
の
早
期
実
現

一
、
高
速
道
路
料
金
の
事
業
者
向
け
割
引
の
継
続

一
、
「
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
」
や
「
道
の
駅
」
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
・
拡
張
及
び
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
バ
ス
停
な
ど
バ
ス
利
用
拠
点

の
整
備
・
改
善

一
、
人
流
・
物
流
の
生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
渋
滞
対
策

一
、
通
学
路
や
生
活
道
路
、
自
転
車
通
行
空
間
確
保
等
の
交
通
安
全
対

策

一
、
「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
や
「
道
の
駅
」
の
整
備
及
び
「
無
電
柱
化
」

の
推
進
並
び
に
「
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
」
を
活
用
し
た
拠
点
の
形
成

長
期
安
定
的
に
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
二
十
九
年
度

道
路
関
係
予
算
は
要
求
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
六
十
六
回
全
国
大
会

平成年度
｢道路ふれあい月間｣
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